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認知症施策の推進について 

 

認知症施策については、これまで「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）」に基

づき推進されてきましたが、今後認知症の人の数が増加することが見込まれていることか

ら、さらに強力に施策を推進していくため、Ｒ元年６月に「認知症施策推進大綱」がとり

まとめられました。認知症の人ができる限り地域のよい環境で自分らしく暮らし続けるこ

とができる社会の実現を目指すため、認知症施策推進大綱に沿って認知症施策を進めるこ

とが重要となります。 

 

認知症施策推進大綱（Ｒ元年６月１８日 認知症施策推進関係閣僚会議決定）とは… 

認知症になっても住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられる「共生」を目指し、「認知症バ

リアフリー 」の取組みを進めていくとともに、「共生」の基盤の下、通いの場の拡大など「予防」

の取組みを政府一丸となり、以下の５つの柱を中心に進める。また、認知症の人の視点に立って、

認知症の人やその家族の意見を踏まえて推進することを基本とする。 

 

５つの柱 ： ① 普及啓発・本人発信支援（認知症サポーター養成等） 

② 予防 

③ 医療・ケア・介護サービス・介護者への支援 

④ 認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・社会参加支援 

⑤ 研究開発・産業促進・国際展開 
 

対象期間 ： 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年（Ｒ７年）まで 
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基本方針２（２）認知症施策の推進 

１ 認知症初期集中支援推進事業（認知症初期集中支援チーム） 

認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域の良い環境で暮ら

し続けられるために、認知症の人やその家族に対し、早期に関わる認知症初期集中支援チ

ームをＨ２８年度から配置しています。認知症初期集中支援チームは、地域の認知症サポ

ート医と医療・介護の専門職で構成されています。 

 

●認知症初期集中支援チーム 

 第７期計画 目標値 

Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 

相談実人数 １０ １０ １２ 

活動件数 ２００ ２００ ２４０ 

 

 第７期計画 実績（見込）値 第８期計画 目標値 

Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

相談実人数 １３ １４ １５ １６ １７ １８ 

活動件数 １３３ ８３ １５０ １６０ １７０ １８０ 

 

●認知症初期集中支援チーム員会議 

 第７期計画 目標値 

Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 

開催回数 ２４ ２４ ２４ 

 

 第７期計画 実績（見込）値 第８期計画 目標値 

Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

開催回数 ２２ ２０ １８ ２４ ２４ ２４ 

 

＜現状＞ チーム支援が終結した以降も高齢者あんしん相談センターが継続して支援がで

きるよう、市のチーム担当職員と高齢者あんしん相談センター職員がチーム員と

して活動している。 

 

【課題】 今後、さらなる高齢者の増加に伴い、認知症の相談も増える見込みであり、早期

診断・早期対応に向けた支援をさらに推進する必要があります。また、必要な方が

相談に繋がるよう、認知症初期集中支援チームのさらなる周知が必要です。 
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２ 認知症の方やその家族を支える体制づくり 

(１) もの忘れ相談事業 

 認知症高齢者を介護する方々が悩みを抱え込まないよう、精神科医による相談を受ける

業務をふじみ苑に委託（担当医は埼玉セントラル病院の認知症サポート医に依頼）し、年

10 回開催、相談時間は１回約１時間として実施していました。 

 

●もの忘れ相談 

 第７期計画 目標値 

Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 

実施回数 １０ １０ １０ 

相談件数 ２０ ２０ ２０ 

 

 第７期計画 実績（見込）値 第８期計画 目標値 

Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

実施回数 ３ ０ －    

相談件数 ３ ０ －    

 

＜現状＞ 相談件数は減少傾向にあり、Ｒ元年度は年間通して相談実績はなく、Ｒ２年度

は事業を実施していません。 

 

【課題】 認知症等の診断には医療機関での診察や検査が必要であるため、医師による相

談のみの事業に対しニーズがあまりない状況でした。このため今後、事業は継続

せず、認知症に関する相談ができる医療機関等を本人や家族がすぐわかるよう、

認知症ケアパス等を通じて広報・啓発を行うことが必要と考えています。 

 

 

 

(２) 認知症ケア相談室 

 Ｒ２年度に、在宅で認知症の方を介護している認知症家族介護者に対して、「認知症の介

護技術や方法」について具体的な相談に対応できる「認知症ケア相談室」を、高齢者あん

しん相談センターに設置します。 

必要に応じて、認知症対応型共同生活介護事業所や小規模多機能型居宅介護事業所と連

携を図りながら、よりきめ細かな支援体制の構築に努めます。 
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総計

65～74歳男性

75歳以上男性

65～74歳女性

75歳以上女性

20%

18%

20%

26%

18%

73%

80%

74%

70%

72%

6%

2%

6%

4%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．はい ２．いいえ 無回答

＊「富士見市高齢者等実態調査報告書（令和２年３月）」より抜粋＊ 

第８章 問９ 認知症に関する相談窓口を知っていますか（○は１つ） 

  総計 
65～74 歳 

男性 
75 歳以上 

男性 
65～74 歳 

女性 
75 歳以上 

女性 

  人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

１．はい 442 20% 80 18% 95 20% 149 26% 110 18% 

２．いいえ 1,601 73% 363 80% 346 74% 407 70% 436 72% 

無回答 136 6% 10 2% 29 6% 25 4% 59 10% 

合計 2,179 100% 453 100% 470 100% 581 100% 605 100% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 若年性認知症の人への支援・社会参加支援 

１８歳以上６５歳未満で発症する認知症は、若年性認知症と呼ばれています。高齢になっ

てから発症する認知症と比べ、脳の萎縮が進みやすく病気の進行も速いのが特徴です。 

 埼玉県では、若年性認知症サポートセンターにて、若年性認知症支援コーディネーターが、

若年性認知症本人やその家族からの相談（社会保障・医療・サービス受給・就労支援等）に

応じています。また、若年性認知症サポートセンターが主催し、若年性認知症の本人・家族

の交流の場を開催しています。 

  

「認知症に関

する相談窓口を

知っている」割

合は約２割とな

っています。 
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(４) 徘徊探知機貸与事業・徘徊高齢者等ステッカー配布 

●徘徊探知機貸与事業 

 要介護認定を受け、徘徊のある高次脳機能障がいや認知症の高齢者等を自宅で介護して

いる方に徘徊探知機を貸与しています。 

 第７期計画 目標値 

Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 

貸与台数 ２０ ２１ ２２ 

 

 第７期計画 実績（見込）値 第８期計画 目標値 

Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

貸与台数 １８ ２４ ２６ ２８ ３０ ３２ 

 

＜現状＞ 認知症の高齢者の増加に伴い、認知症に関する相談が増えており、徘徊探知機

利用者も増加傾向にあります。 

 

【課題】 今後も高齢者の増加に伴い、認知症等により徘徊する高齢者も増加していくこ

とが見込まれるので、必要としている方が利用できるよう事業の周知・継続が必

要です。また、徘徊探知機を持たずに徘徊する高齢者もいるため、徘徊高齢者等

ステッカー等と組み合わせるなど、対応策の検討が必要です。 

 

●徘徊高齢者等ステッカー配布 

徘徊高齢者等の事故の未然防止並びに徘徊高齢者等が行方不明になった場合における早

期発見、保護及び身元確認のため、徘徊のある高次脳機能障がいや認知症の高齢者等を自

宅で介護している方に対して徘徊高齢者等ステッカーを配布しています。 

Ｈ30 年度から開始している徘徊高齢者等ステッカーは、個人を特定するための番号が付

番されたステッカーで、徘徊高齢者等が保有する履物、杖等の外出する時に常に身に着け

る持ち物に貼付して使用するものです。 

 第７期計画 実績（見込）値 第８期計画 目標値 

Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

利用実人数 ４７ ７２ １００ １３０ １６０ １９０ 

新規利用 

開始人数 
４６ ２６ ２８ ３０ ３０ ３０ 

 

＜現状＞ 事業開始初年度に比べると、新規の相談数は減少傾向にあります。 

 

【課題】 徘徊高齢者等ステッカーを見た方が通報することで効果が期待できるため、 

地域住民に対する幅広い周知が必要です。 
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(５) 認知症地域支援・ケア向上事業（認知症地域支援推進員） 

認知症になっても住み慣れた地域で生活を継続するために、医療機関や介護サービス及

び地域の支援機関をつなぐコーディネーターとしての役割を担う認知症地域支援推進員

を配置し、地域おける支援を推進しています。また、オレンジカフェ（認知症カフェ）を

開催し、認知症やその家族、福祉・介護に係る方などが相談・交流できる場を定期的に提

供しています。 

 

●認知症地域支援推進員会議 

 第７期計画 目標値 

Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 

開催回数 １０ １０ １０ 

 

 第７期計画 実績（見込）値 第８期計画 目標値 

Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

開催回数 １２ １１ １０ １２ １２ １２ 

 

●オレンジカフェ（認知症カフェ） 

 第７期計画 目標値 

Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 

回 数 ４０ ４０ ４０ 

参加者数 ５００ ５００ ５００ 

 

 第７期計画 実績（見込）値 第８期計画 目標値 

Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

回 数 ３５ ３０ １２ ２４ ３５ ３５ 

参加者数 ４４８ ３９７ １６０ ３２０ ４６０ ４６０ 

 

＜現状＞ Ｒ２年２月末から新型コロナウイルス感染拡大に伴い、オレンジカフェ開催を

見合わせているため、介護者の交流の場がなくなっており、感染予防対策を講じ

た開催方法を検討しているところです。 

 

【課題】引き続き気軽に相談できる場を継続して提供する必要があります。また、認知症

の本人が参加し、本人同士が主体となって話し合う場としても機能するよう、オレ

ンジカフェの機能の充実が課題です。 
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３ 認知症に関する普及啓発の推進 

(１) 認知症ケアパス 

 認知症の症状は時間の経過とともに変化します。そのため、認知症の高齢者や介護す

る家族にとって必要とするサービスも時間の経過とともに異なってきます。 

 「認知症ケアパス」は、認知症高齢者の状態に応じた適切なサービス提供の流れを構

築し、認知症の症状の進行に合わせて、いつ、どこで、どのような医療や介護を受ける

ことができるのかを示すものです。 

 症状に合わせた認知症のケアを、住み慣れた地域で受けることができるように、認知

症高齢者・介護者・関係者に分かりやすい形で示すことができるよう冊子を作成し、毎

年、情報を改訂して周知に努めています。 

 

 

 

(２) 認知症サポーター養成講座 

 認知症を理解し、認知症の人と家族を見守る応援者として、また、住み慣れた地域で

の活動を推進していく担い手としてのサポーター養成講座を、市民、銀行や宅配業者な

どの企業、福祉関係者、高校生、市職員等を対象に開催しています。また、養成講座受

講者に対して、Ｈ29 年度から認知症サポーターフォローアップ研修を開催しています。 

 

●認知症サポーター養成講座 

 第７期計画 目標値 

Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 

開催回数 １５ １５ １５ 

受講サポーター数 ６００ ６００ ６００ 

受講サポーター数 

（延べ人数） 
４，４２９ ５，０２９ ５，６２９ 

 

 第７期計画 実績（見込）値 第８期計画 目標値 

Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

開催回数 １５ １１ ５ １５ ２０ ２０ 

受講サポーター数 ６０５ １７１ １００ ６００ ７００ ７００ 

受講サポーター数 

（延べ人数） 
４，５１７ ４，６８８ ４，７８８ ５，３８８ ６，０８８ ６，７８８ 
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●認知症サポーターフォローアップ研修 

 第７期計画 実績（見込）値 第８期計画 目標値 

Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

開催回数 １ １ － １ ２ ２ 

受講者数 ４６ ２１ － ５０ １００ １００ 

 

＜現状＞ 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、認知症サポーター養成講座の積極

的な開催ができず、開催回数やサポーターの養成数が大きく減少しました。ま

た、フォローアップ研修もＲ２年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、開催

を見送りました。 

 

【課題】 認知症高齢者に対する理解をさらに深めていくことが必要です。そのため、認知

症サポーター養成講座に関する広報・啓発活動の対象を市内小・中学校、老人クラ

ブ、企業等に拡大し、サポーター養成数の増加を推進していきます。 

また、認知症サポーターとなった方にどのように地域で活躍してもらうのかにつ

いて、他市の事例等を参考にしながら、フォローアップ研修の充実など、具体的な

取組みの実施に向けて検討を行う必要があります。 

 

 

 

(３) 認知症予防に関する取組み 

 一般介護予防事業と連携を図り、認知症予防を推進していきます。また、予防を含めた認

知症への備えについて認知症サポーター養成講座を通じて啓発を行っていきます。 

認知症と診断された場合も、早期に相談できるよう、より一層、相談・支援体制を強化し

ていきます。 
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総計

65～74歳男性

75歳以上男性

65～74歳女性

75歳以上女性

4%

2%

4%

5%

3%

13%

11%

14%

13%

12%

32%

31%

26%

41%

30%

39%

48%

47%

28%

37%

5%

4%

3%

7%

6%

7%

3%

6%

7%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．知って

いるし

受講したい

２．知っているが

受講したい

とは思わない

３．知らな

かったが

受講したい

４．知らないし

受講したい

とは思わない

５．すでに

受講した

ことがある

無回答

 

＊「富士見市高齢者等実態調査報告書（令和２年３月）」より抜粋＊ 

第８章 問 10 認知症について正しく理解する方法の一つに「認知症サポーター養成講座」

があります。あなたは「認知症サポーター養成講座」をご存知ですか、また、

講座を受講したいと思いますか（○は１つ） 

  総計 
65～74 歳 

男性 
75 歳以上 

男性 
65～74 歳 

女性 
75 歳以上 

女性 

  人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

１．知っているし受講したい 81 4% 11 2% 18 4% 28 5% 21 3% 

２．知っているが受講したい
とは思わない 

275 13% 51 11% 66 14% 77 13% 75 12% 

３．知らなかったが受講した    
 い 

702 32% 142 31% 121 26% 238 41% 179 30% 

４．知らないし受講したいと
は思わない 

851 39% 219 48% 223 47% 161 28% 226 37% 

５．すでに受講したことがあ    
 る 

107 5% 18 4% 13 3% 38 7% 37 6% 

無回答 163 7% 12 3% 29 6% 39 7% 67 11% 

合計 2,179 100% 453 100% 470 100% 581 100% 605 100% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「認知症サポ

ー タ ー 養 成 講

座」については、

受講経験者は約

５％で、受講希

望者は約４割と

なっています。 

日常生活圏域別にみると、大きな違いはないものの、受講経験者は第１圏域でやや

割合が高く、受講希望者は第２圏域でやや割合が高くなっています。 


